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福 祉 政 策 課

(R5～)誰も取り残さない全世代型支援体制整備事業

本来、大人が担うと想定されている家事や
家族の世話を日常的に行うこども

ヤングケアラー

社会構造・ライフスタイルの変化による
地域・家庭内のつながりの希薄化

ひきこもり等社会参加サポート事業 開始

ひきこもり等社会参加
サポート事業属性や世代、分野に関わらず

包括的に相談を受け止め

①包括的な相談支援

支援が届いてない人の把握
支援者側の訪問による支援

③アウトリーチ等を通じた継続的支援

世代や属性を超えて交流できる多様な場や
居場所の確保を通じた地域の活性化

②地域づくりに向けた支援

複合化した問題を抱える人や世帯に対して
チーム編成による対応

⑤多機関協働

本人の意向に添った社会参加支援と
参加メニューの開拓及びマッチング

④参加支援

外部委託

直営実施の課題に対応

「アウトリーチ支援の拡大」
「民間企業や既存の地域資源を
活用した社会参加支援の拡充」

10月1日
から

松本市

親子ともに介護・支援が必要な家庭
80代の親が50代の障がいを持つ子を介護

８０５０問題
就学・就労・家庭外の交遊を回避し、

6か月以上自宅にとどまり続ける状態

ひきこもり

③ ④ ⑤
福祉政策課職員
２名で対応

R6相談件数 195件 80代以上市民 R7.8月時点 17世帯20人25,819人

「制度の狭間」で十分な支援が届かない、
複雑化・複合化した課題を抱える方々が顕在化

など



・地域や社会とつながりが希薄な人
・複雑化・複合化した問題を抱える人

対 象

相談体制 伴走コーディネーター（福祉・医療専門職）を配置

効 果

・対象と信頼関係構築が必要なアウトリーチの質・量の向上
・民間企業や既存の地域資源の活用による本人意向に添った社会参加機会の提供
・行政の枠にとらわれない地域力を生かした支援の実施

社会福祉法人

松本市社会福祉協議会
NPO法人

Gland Riche(グランド・リッシュ)

ひきこもり等社会参加サポート事業

「誰も取り残さない全世代型支援体制整備事業」のうち、「アウトリーチ」、「参加支援」を外部委託
直営では不十分になりがちな「つながり続ける支援」を実施

実施業者

2011年設立
職員数21名
安曇野市を中心に若者の居場所づくり、
障がい者就労支援、アウトリーチ事業などを実施

1952年設立
職員数903名
松本市で地域福祉事業、生活福祉事業、
介護保険事業、障がい者福祉事業を実施
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福 祉 政 策 課外部委託で「つながり続ける支援」を実施



(仮) East Asia Street

＠中心市街地

2026.

5.17

日中韓の芸能パフォーマンス共演
東アジアの文化を感じられるブース出展

前夜祭コンサート ＠音文ホール

※写真はイメージ

2026.

5.16 オルガニスト山田由希子氏 × 中韓歌手

歓迎パーティー ＠松本館2026.

5.16 日中韓招待者をおもてなし

開幕式典 ＠松本城本丸庭園2026.

5.17
文化庁長官・各都市市長のあいさつ

レセプション ＠アルモニービアン2026.

5.17
各都市招待者・芸能団の交流

来年５月１７日スタート 開幕を彩るイベント

● ２０１４年～ 日本・中国・韓国の３か国で文化芸術による発展を目指す都市を各１都市選出

● 2026松本のメインテーマは 文化芸術交流で東アジア地域に平和を
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文化振興課

東アジア文化都市2026松本

主要イベントの詳細公表



企画推進ディレクターが手掛ける 注目イベント

まつもと市民芸術館芸術監督団による企画

演劇・舞踊・音楽ディレクター

渡辺 弘 （一財）松本市芸術文化振興財団 顧問

伝統文化部門ディレクター

おおうちおさむ 松本市立博物館アソシエイトプロデューサー

マツモト建築芸術祭２０２６

● レクチャーシリーズ（全4回）…２～11月
歴史や文学・古典芸能をテーマに
専門家と木ノ下氏がトークセッション

● 日中韓コラボレーションワークス
倉田氏が中韓ダンサーを招聘、ワークショップを実施

● はじめまして！
石丸氏・木ノ下氏・倉田氏 × ミュージシャン
市民参加型コンサート

● 松本で実施している芸術祭の
第４回を東アジア文化都市事業
として大々的に実施

● 10～１２月開催

● 市内の歴史的建築物に
中韓アーティストの作品を
展示

2022年（第１回）のようす
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文化振興課

東アジア文化都市2026松本

主要イベントの詳細公表
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文化振興課

開催を共に盛り上げよう！ あなたの文化芸術活動を支援

助成事業

● R8.1～12に実施する民間事業に対し経費の一部を助成

● 募集期間 … 【一次募集】 R7.１０．１～11.28
【二次募集】 R8.4頃（予定）

認証事業

● R8.1～12に実施する
民間事業に対し
広報支援（情報発信）を
実施

● 実行委員会の
公式WEBサイトや
SNSで一体的にPR

● チラシやポスター、
WEBサイトへの
公式ロゴマーク使用可

“参加”プログラム “発信”プログラム

対象

●R8.1～１２に市内で実施
●東アジア文化都市２０２６松本の基本方針のいずれかに合致

●東アジアとの相互理解や文化交流に資する
●松本市の文化を国内外に発信、波及性あり

助成率 10/10以内 2/3以内

限度額 30万円 100万円

経費

▲公式Instagram

広報

【 助成事業・認証事業説明会 】 R7.10.1 19：00～ ＠松本市立博物館講堂

東アジア文化都市2026松本

主要イベントの詳細公表


